
また、𝜏𝑖 =
𝜏𝑡

𝑁
より、 

1 − 𝑥𝑓 = lim
𝑁→∞

1

(1 + 𝑘
𝜏𝑓
𝑁)

𝑁 = lim
𝑁→∞

1

{(1 + 𝑘
𝜏𝑓
𝑁)

𝑁
𝑘𝜏𝑓}𝑘𝜏𝑓

 

ここでネイピア数の定義 

lim
𝑛→∞

(1 +
1

𝑛
)
𝑛

= 𝑒 

より 

1 − 𝑥𝑓 =
1

𝑒𝑘𝜏𝑓
 

よって、 

𝑥𝑓 = 1 −
1

𝑒𝑘𝜏𝑓
 

と、求められる。 

 

対して入口出口濃度、反応器容積同条件の PFR では 

 

𝜏 = ∫
𝑑𝐶

𝑟(𝐶)
=

𝐶𝑁

𝐶0

∫
𝑑𝐶

−𝑘𝐶
= −

1

𝑘
[ln 𝐶] = −

1

𝑘
ln
𝐶𝑁
𝐶0

=
1

𝑘
ln
𝐶0
𝐶𝑁

𝐶𝑁

𝐶0

 

𝐶0
𝐶𝑁

= 𝑒𝑘𝜏 =
1

1 − 𝑥𝑓
 

𝑥𝑓 = 1 −
1

𝑒𝑘𝜏
 

 

となり、槽数∞の CSTR は PFR と近似できることが分かる。 


